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研究背景 

・インターネットはここ二十年ほどで急速な
広がりをみせたが、一部の国々ではいま
だに普及率が低い水準にとどまっており、
その要因は何なのか疑問に思った。 
 

        



研究目的 

•インターネットが普及している国、してい
ない国の特徴を明らかにし、どうすれば
さらに普及率を向上させることができるか
について、マーケティング的提言を導き
出す。 



記述統計 

•インターネットの利用経験と関連があると
思われる変数をアジアバロメータ―２００
３の中からいくつかピックアップした。 



http://ssjda.iss.u-tokyo.ac.jp/chosa-hyo/0406c.html (アジアバロメータ―調査票) 



→全体として、日本・中国・韓国は利用意
向が高いいっぽうで、 

ミャンマー・タイ。スリランカなどの発展途
上国は低いという傾向がみられる。 
※選択肢＝0 or 1 

 



http://ssjda.iss.u-tokyo.ac.jp/chosa-hyo/0406c.html (アジアバロメータ―調査票) 



→利用意向と同じく、やはり日本・韓国・中
国が高い傾向がみられる。 

ミャンマーがほぼ０に近い数字（厳密には
０ではない）となっているのが特徴的。 
※選択肢＝0 or 1 

 



http://ssjda.iss.u-tokyo.ac.jp/chosa-hyo/0406c.html (アジアバロメータ―調査票) 



→先進国から途上国までほとんどの国が
100%となっており、全世界的に見ても電

気の普及率は極めて高いことがうかがえ
る。 

しかしその一方で、ミャンマーは64%と低
い数字になっている。 
※選択肢＝0 or 1 

 



http://ssjda.iss.u-tokyo.ac.jp/chosa-hyo/0406c.html (アジアバロメータ―調査票) 



→暮らし向きが世間より上/やや上と答え
た人の割合であるが、アジアの中では先
進国である日中韓が軒並み低い割合に
なっており、途上国では高い割合になって
いる。 
※選択肢 

1. 上2. やや上3. 中4. やや下5. 下6. 分からない 



http://ssjda.iss.u-tokyo.ac.jp/chosa-hyo/0406c.html (アジアバロメータ―調査票) 



→貧困が心配事のうちのひとつであると
答えた人の割合。やはり日中韓では低く
なっている一方で途上国では高い割合を
示しており、アジアの南北でも経済格差が
広まっていることがうかがえる。 
※選択肢＝0 or 1 



http://ssjda.iss.u-tokyo.ac.jp/chosa-hyo/0406c.html (アジアバロメータ―調査票) 



→政府が交通・通信インフラに支出する金
額を増やすべきと答えた人の割合。交通
についても含めた質問なので単純には比
較できないが、日本はかなり低く、そのほ
かの国ではそれなりに高い割合となって
いる。 
※選択肢 

1 今より支出を大きく増やすべき 2 今より支出を増やすべき 3 今と
同じ程度の支出でよい 4 今より支出を減らすべき 5 今より支出を
大きく減らすべき 6 選べない、分からない 



分析 

•記述統計で取り上げた変数を使って、そ
れぞれ２値ロジスティック回帰分析を行っ
た。 



分析結果① 

•従属変数＝インターネットの利用経験 

•説明変数＝インターネットの利用意向 

 

 

 

•ミャンマー以外のすべての国で有意（正
の相関） 



分析結果② 

•従属変数＝インターネットの利用経験 

•説明変数＝電気 

 

 

 

•どの国も有意とはならず 



分析結果③ 

•従属変数＝インターネットの利用経験 

•説明変数＝暮らし向き 

 

 

 

•韓国・タイ・インドが負の相関で有意 



分析結果④ 

•従属変数＝インターネットの利用経験 

•説明変数＝貧困 

 

 

•中国・ベトナム・スリランカが負の相関で
有意となった                



分析結果⑤ 

•従属変数＝インターネットの利用経験 

•説明変数＝政府支出 

 

 

•タイ・ベトナム・スリランカが負の相関で有
意となった                 



考察 

•ネットの利用意向と利用経験はほぼすべ
ての国で正の相関がみられたことから、
インターネットの利用経験が低い国には
インターネットのできる環境が整備されて
いないのではないか 

•電気のインフラはほとんどの国で整って
おり、インターネットの普及率とは関係が
ない 
 

 

 



考察 

•韓国・インドでは、インターネットの利用経
験がある人ほど暮らし向きが上だと考え
ている 

•中国・ベトナム・スリランカではネットの利
用経験と貧困が負の相関→富裕層は
ネットを使っている 
 



考察 

•タイ・ベトナム・スリランカではネットの利
用経験と政府支出が負の相関→通信イ

ンフラへの支出を増やすべきだと考えて
いる人ほどネットを使っている傾向 

•①の回帰分析ではミャンマーのみ有意に
ならなかったが、これは政府の規制によ
りネットの利用率が極端に低くなっている
ことに起因するのではないか 



マーケティングへのインプリケーション 

途上国を中心にネットの利用経験と貧困
が負の相関になったことから、先進国の
企業が参入する余地があるのではないか 

特にミャンマーは近年民主化が急激に進
み、市場も開放され始めているので今が
参入のチャンスなのではないか 



課題と反省 

•使える変数が限られているため、思うよう
な分析ができなかった 

•より良好な結果が得られる分析方法がほ
かにあったのではないか 
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付属資料①（回帰分析の結果） 
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付属資料②変数対応表 

変数名 内容
B0075 インターネットの利用経験
B0095 インターネットの利用意向
A0002 公共サービス・電気
D0031 世間と比べた暮らし向き
D0071 とても心配している事・貧困
G0058 インフラへの政府支出


